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具体的質問内容（小項目） 

 

 

１．本市のシティプロモーシ

ョン戦略を考える。 

 

【質問趣旨】 

「地方創生２．０」の実現

に向けた取り組みとして、住

所地以外の地域に継続的に関

わる方々を登録できる「ふる

さと住民登録制度」の創設が

検討されている。 

これは、「関係人口」の増加策

として、行政が自らの魅力や

価値を発信し、市民・企業・

観光客などさまざまな人々に

対して本市のファンになって

もらう為の、シティプロモー

ション戦略が必要となる。 

行政が行うシティプロモー

ション戦略は、単なる宣伝で

はなく、地域ブランド力を高

め、人口減少や地域経済の停

滞といった課題を乗り越える

ための重要な施策である。 

（１）本市のシティプロモー

ション戦略の目的とＫＰＩ 

について伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本市は、平成２９年３月に「せとまちブランディング戦略」を策定し、 

新たな魅力をつくるだけでなく、既存の魅力を再発見、再構築することで、 

瀬戸の魅力を磨き上げ、広く発信することに力を入れてきた。 

 そして令和４年３月に瀬戸市シティプロモーション推進アクションプラン 

（以下、「アクションプラン」という）を策定し、「せとファンを増やす」ことと、 

「せとで暮らす魅力を伝える」ことを基本目標に掲げています。 

計画期間が令和４年度から令和８年度までの５年間とされているが、その目的と 

成果、進捗管理の方法について伺う。 

 

② アクションプランの位置づけとしては、「第２期瀬戸市まち・ひと・しごと 

創生総合戦略」、「せと・まるっとミュージアム観光推進プラン 2021-2025」、 

「瀬戸市ＩＣＴ戦略推進プラン・官民データ活用推進計画 2021-2025」と連動し、 

官民が協議して取り組んでいるプランであると認識しているが、取り組みの 

内容と見解を伺う。 

 

③ アクションプランの進捗管理に基づく取り組みの効果を測定するために、 

４つの目標指数と２つのサブ指標が定められているが、中間目標値である 

令和６年度の実績と最終目標値である令和８年度の予想される実績見込みに 

ついて伺う。 
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「ヒト」が来れば、「モノ」が 

活かされ、「カネ」が回る。 

「モノ」に価値があれば、 

「ヒト」が集まり、「カネ」が

落ちる。 

「カネ」が投資されれば、 

「モノ」が整い、「ヒト」が 

定着する。 

今回は、「ヒト・モノ・カネ 

」からの分析により、本市の 

シティプロモーション戦略に

ついて伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「シティプロモーショ

ン戦略」の方策について、 

１つ目の視点は、「ヒト」。 

瀬戸市内外含めて人の繫が

りの視点から伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アクションプランにある課題と今後の方向性：４－１活動目的の明確化と 

フォローの充実において、せとまちサポーターや企業アンバサダーなどの各活動 

に対するフォローが十分でないため、目指す方向を共有し、一体感をもった 

取り組みを検討する必要があると課題を挙げている。 

改めて、シティプロモーションに携わる人々の活動意欲を高め、活発化させる 

方策と期待する効果を伺う。 

 

② せとファンを増やすという基本目標の達成は、本市の「関係人口」を増やす 

こととなり、未来の定住人口を増やすことに繋がる。 

「関係人口」増加には行政と地域内人材の連携が必要と考えるが、その具体的な 

シティプロモーション戦略について伺う。 

 

③ アクションプランの中で、せとファンを増やすためのアクション１０： 

市公式インスタグラムの充実及び活動強化とあるが、せともの祭や招き猫まつり、 

国際芸術祭「あいち２０２５」等、今後せとファンを増やすには絶好の機会と 

思われるイベントが本市内において数多く開催されるが、「関係人口」増加の 

視点から、シティプロモーションの可能性と実際の活動について伺う。 
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（３）「シティプロモーショ

ン戦略」の方策について、 

２つ目の視点は、「モノ」。 

地域資源の魅力の視点から

伺う。 

 

 

① アクションプランの中に課題と今後の方向性：４－２「ものづくり文化」や 

「里山」といった本市の魅力に絞り込みプロモーションを行ってきたが、目的と 

ターゲットに合わせた情報発信が必要であると課題を挙げている。 

改めて「ものづくり文化」や「里山」をどのようにシティプロモーション戦略 

に活かしていくのか伺う。 

 

② 本市の地域資源の一つにやきものの歴史がある。せとファンを増やすための 

アクション１：加藤民吉記念事業のプロモーションとあるが、やきものの更なる 

知名度の向上、商品として地域ブランド確立のためのシティプロモーション 

戦略にどのように活かされたのか伺う。 

 

③ アクションプランの中で、せとファンを増やすためのアクション５： 

自然体験情報の集約と体系化とあり、所管が多岐にわたる「自然を満喫できる 

催し・スポット」を体系化し、魅力を紹介するとあるが、インスタ映えする 

観光資源などを観光施策と連携して、どのようにシティプロモーション戦略に 

活かしていくのか伺う。 

 

④ アクションプランの中で、せとファンを増やすためのアクション７：地元 

棋士の応援とマスメディアとの連携強化とある、将棋というコンテンツを 

どのようにシティプロモーション戦略に活かしていくのか伺う。 
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（４）「シティプロモーショ

ン戦略」の方策について、 

３つ目の視点は、「カネ」。 

財政・経済基盤の視点から 

伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「関係人口」を増加させるシティプロモーション戦略を行うことを、単なる 

支出と考えるのではなく、将来の税収・地域経済の活性化への投資として 

捉えることが重要と考えるが、本市の見解を伺う。 

 

② アクションプランの中で、せとファンを増やすためのアクション１８： 

ふるさと納税返礼品の充実に伴うプロモーション強化とあるが、財政・ 

経済基盤の強化はもとより、本市の魅力をより深く体験してもらうために 

滞在型体験プランの返礼品の検討とあるが、進捗と期待する効果について伺う。 

 

③ 瀬戸に住みたい、住み続けたい人を増やすことは将来的な税収確保の基盤 

づくりとなる。アクションプランの中で、瀬戸で暮らす魅力を伝える取り組み 

の検討はアクション１９からアクション２５までの７プランある。 

「関係人口」の創出は、定住人口を増加させることに繋がり、本市のプロモー 

ション戦略の「最大のインフラ投資」とも捉えるが、アクション７プランの 

意義と進捗について伺う。 
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（５）本市が進むべきシティ

プロモーションのＫＧＩと

その後について。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  本市が行っているシティプロモーション戦略の方策のＫＧＩは、「定住促進」 

と理解しているが、アクションプランが施行された令和４年４月の人口 

１２８，４７０人に対し、令和７年４月の人口は１２５，７８６人である。 

アクションプランの推進をしているにも関わらず、２，６８４人減少の現状を 

どのように認識しているのか伺う。 

併せて、本プランのＫＧＩが定住促進で良いのか伺う。 

 

② アクションプランの中で、せとで暮らす魅力を伝えるためのアクション２３： 

転入に関わる様々な相談を受け付ける総合窓口及びコーディネーターである、 

定住促進総合窓口の設置の現状を伺う。 

  

③ シティプロモーション戦略の推進にあたっては、行政が取り組むだけでは一定 

 の効果しか得られないため、市内外を問わず、市民、団体、事業者と行政が 

それぞれに主体的にシティプロモーションに取り組み、連携しながら展開する 

ことで相乗効果が生まれると感じる。 

特に、「オールせと」の全市的なシティプロモーション戦略に関しては、担当課 

である政策推進課が全庁的な連携体制を構築し、俯瞰的な把握の上の事業推進 

の必要性を感じるが、見解を伺う。 

 

④ 最後に、全市的なプロモーション戦略の一つと考えられる、瀬戸市制施行 

１００周年記念事業の構想及び期待する効果について、市長に伺う。 


